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◇
11
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
済
州
（
チ
ェ
ジ
ュ
）
教
会
・
西

帰
浦
（
ソ
ギ
ポ
）
教
会
の
働
き
の

た
め
▽
障
害
者
週
間
の
た
め　

（
11
日
～
17
日
）
▽
聖
救
主
教
会

キ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル
（
幼
稚
園
）
の

た
め
▽
人
権
活
動
を
支
え
る
主
日

（
25
日
）

◇
第
１
３
３
（
定
期
）
教
区
会
報
告

　

11
月
17
日
（
土
）
聖
ア
ン
デ
レ

主
教
座
聖
堂
に
て
第
１
３
３
定
期

教
区
会
が
９
時
か
ら
14
時
半
ま
で

開
か
れ
た
第
１
号
議
案
２
０
１
９

年
度
教
区
収
支
予
決
算
承
認
の
件

は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
第

２
号
議
案
池
袋
聖
公
会
、
東
京
聖

マ
ル
チ
ン
教
会
、
練
馬
聖
ガ
ブ
リ

エ
ル
教
会
の
三
つ
の
教
会
の
合
併

を
承
認
す
る
会
は
一
部
文
章
を
訂

正
の
の
ち
承
認
、
第
３
号
議
案
指

定
献
金
の
使
途
目
的
変
更
の
件
は

可
決
さ
れ
た
。

◇
常
置
委
員
会
報
告
（
11
月
13
日
）

主
教
報
告

・
倉
澤
一
太
郎
司
祭
の
入
院･

治

療
を
受
け
て
の
暫
定
的
な
人
事
を

発
令
。

・
倉
澤
一
太
郎
司
祭
の
病
後
の
経

過
に
つ
い
て

教
区
事
務
所
関
連
報
告

・
墓
地
礼
拝
に
つ
い
て

・
第
１
３
３
（
定
期
）
教
区
会
議

案
書
を
発
送

・
主
教
按
手･

東
京
教
区
主
教
就

任
式
に
つ
い
て

財
務
主
事
報
告

・
10
月
末
ま
で
の
会
計
報
告

・
11
月
６
日
に
実
施
さ
れ
た
税
務

署
の
法
定
監
査
に
つ
い
て

宣
教
主
事
報
告

・
各
委
員
会
の
動
向
に
つ
い
て

・
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
、
池
袋

聖
公
会
、
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教

会
の
合
併
に
つ
い
て
。
教
区
会
後

の
動
向
な
ど
説
明

・
正
義
と
平
和
協
議
会
の
常
置
委

員
会
推
薦
を
要
請

・
年
末
年
始
の
礼
拝
ア
ン
ケ
ー
ト

は
降
臨
節
前
に
は
配
布
予
定

主
教
座
聖
堂
活
動
報
告

 

今週・来週の予定

１１月２５日～１２月８日

２５（日） 降臨節前主日

 降臨節を迎える 光の礼拝

　　　　　　（聖アンデレ主教座聖堂）

 世界ｴｲｽﾞ ･ ﾃﾞｰ記念礼拝

　　　　　　　　　（聖バルナバ教会）

２９（木） 聖職養成委員会

１２月

　１（土） 女性の司祭按手 20 年感謝

　　　　　 プログラム

 正義と平和協議会・講演会

 正義と平和協議会

　　　　　　　　　　　・運営委員会

　２（日）　降臨節第１主日

　４（火） 主教按手式準備委員会

　　　　 　礼拝グループ　

・
聖
公
会
東
ア
ジ
ア
礼
拝
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
決
算
報
告

協
議
事
項

・
女
性
の
司
祭
按
手
20
周
年
記
念

礼
拝
の
リ
ト
リ
ー
ト
（
ナ
ザ
レ
）

参
加
者
の
参
加
費
支
出
を
了
承

・
主
教
按
手
式
に
出
席
す
る
出
向

教
役
者
の
交
通
費
支
出
を
承
認

・
人
事
に
つ
い
て

（
次
回　

12
月
12
日
）

▽
女
性
の
司
祭
按
手
20
周
年
感
謝

礼
拝
（
聖
餐
式
）
・
交
流
会

日
時
：
12
月
１
日
（
土
）
11
時
～

場
所
：
聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂

説
教
：
テ
リ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
司

祭
（
英
国
聖
公
会
）

　

聖
餐
式
の
後
、
交
流
会
を
行
い

ま
す
。
参
加
費
：
１
０
０
０
円（
昼

食
・
記
念
誌
代
）

主
催
：
女
性
の
司
祭
按
手
20
周
年

感
謝
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
委
員
会

協
力
：
日
本
聖
公
会
主
教
会

問
合
せ
：
実
行
委
員
会 

管
区
女

性
デ
ス
ク　

吉
谷
か
お
る　

℡

０
９
０
（
８
０
６
０
）
３
７
３
５

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
、

申
し
込
み
不
要
。

▽
ナ
ザ
レ
研
修
会
旧
約
聖
書
講
義

「
死
海
写
本
の
サ
ム
エ
ル
記
～
翻

訳
の
仕
事
か
ら
～
」

日
時
：
12
月
１
日
（
土
）
13
時
半

～
15
時
半

１



２

場
所
：
ナ
ザ
レ
修
道
院

講
師
：
小
林
進
（
横
浜
教
区
退

職
司
祭
）

参
加
費
：
５
０
０
円
（
学
生
無
料
）

▽
尾
松
純
子
「
語
り
の
世
界
」

日
時
：
12
月
１
日
（
土
）
14
時

場
所
：
聖
マ
ル
コ
教
会

入
場
無
料 

（
但
し　

心
臓
病
保
育

活
動
の
為
の
席
上
献
金
ご
協
力

の
お
願
い
が
有
り
ま
す
）

問
い
合
せ
：
０
４
２
（
３
６
１
）

７
６
８
０

▽
降
臨
節
第
１
主
日　

唱
詠
晩
祷

日
時
：
12
月
２
日
（
日
）
16
時

場
所
：
立
教
女
学
院
聖
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
礼
拝
堂

司
式
：
大
森
明
彦
司
祭

説
教
：
鈴
木
裕
二
司
祭

オ
ル
ガ
ン
・
指
揮
：
岩
崎
真
美
子
・

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ソ
ン

聖
歌
隊
：
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
礼

拝
堂
聖
歌
隊
・
藤
の
会
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー

２
０
１
８

曲
目
：Gabriel'M

essage 

バ

ス
ク
キ
ャ
ロ
ル　

Christm
as 

Lullaby J.

ラ
ッ
タ
ー　

他

▽
下
町
聖
書
の
会
（
12
月
）

①
日
時
：
７
日
（
金
）
10
時
半

　

場
所
：
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会

②
日
時
：
14
日
（
金
）
10
時
半

　

場
所
：
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会

③
日
時
：
21
日
（
金
）
19
時

　

場
所
：
神
愛
教
会

・
今
月
は
第
１
、２
、３
金
曜
日

に
行
い
ま
す
。
第
４
は
お
休
み

で
す
。

・
学
ぶ
箇
所
は
次
の
主
日
の
聖
書

箇
所
で
す
。
下
町
Ｇ
以
外
の
方

の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

▽
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ

日
時
：
12
月
８
日
（
土
）
11
時

～
16
時

場
所　

神
愛
教
会

・
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
、
ク
ラ
フ

ト
、
食
品
、
軽
食
な
ど
の
手
づ

く
り
自
信
作
品
多
数
販
売
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
で
下
さ
い
。

▽
「
新

し

い

聖

地

旅

行

２
０
１
９
」
へ
の
お
誘
い

　

イ
エ
ス
さ
ま
の
足
跡
を
た
ど

り
、
聖
書
に
ち
な
む
名
所
旧
跡

だ
け
で
な
く
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ

以
来
ず
っ
と
つ
づ
い
て
き
た
キ

リ
ス
ト
の
使
徒
の
末
裔
で
あ
る

信
徒
た
ち
に
も
出
会
う
旅
で
す
。

緑
と
花
に
あ
ふ
れ
た
美
し
い
季

節
で
あ
り
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト

が
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
命
を

さ
さ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
思
い
を

馳
せ
る
大
斎
節
は
最
も
ふ
さ
わ

し
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

主
催
：
サ
ラ
ー
ム
・
パ
レ
ス
チ

ナ
（
正
義
と
平
和
協
議
会
加
盟

団
体
）

協
賛
：
正
義
と
平
和
協
議
会
、

信
仰
と
生
活
委
員
会
、
人
権
委

員
会

日
程
：
３
月
５
日（
火
）～
17
日（
日
）

参
加
費
：
40
万
円

訪
問
地
：
ナ
ザ
レ
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
、

死
海
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
、
エ
ル
サ

レ
ム
等

募
集
人
数
：
先
着
20
名

申
込
締
切
：
12
月
26
日
（
水
）

申
込
は
Fax
で
お
願
い
し
ま
す
。

０
３
（
３
３
６
１
）
０
３
７
２　

前
島

　

申
込
用
紙
及
び
詳
細
は
各
教

会
に
掲
示
し
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
岩
浅
：
０
８
０

（
３
０
２
８
）
９
１
６
２　

梶
山
：

salaam
@

salaam
-palestine.

holy.jp

◇
初
陪
餐 

11
月
18
日

聖
ア
ン
デ
レ
教
会

▽
大
畑
暖
（
聖
ア
ン
デ
レ
）

聖
パ
ウ
ロ
教
会

▽
奥
堂 

澄
子 

▽
奥
堂 

雅
之
（
聖

パ
ウ
ロ
）

［
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
と
主
イ
エ
ス

命
名
の
日
の
礼
拝
に
つ
い
て
］　

　

一
部
、
礼
拝
執
行
担
当
の
微
調

整
と
確
認
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

降
臨
節
ま
で
に
は
各
教
会
宛
に

届
く
よ
う
郵
送
い
た
し
ま
す
。

同
時
に
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
　

教
区
事
務
所　

宣
教
主
事



◇
東
京
教
区
第
１
３
３
（
定
期
）

教
区
会　

主
教
演
説

　

東
京
教
区
管
理
主
教

主
教 

ゼ
ル
バ
ベ
ル 

広
田 

勝
一

　

本
日
は
、
こ
の
よ
う
に
皆
様
に

ご
参
集
い
た
だ
き
、
第
１
３
３

定
期
教
区
会
を
開
催
で
き
る
こ

と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
何
よ

り
も
ま
ず
触
れ
る
べ
き
こ
と
は
、

９
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時

教
区
会
の
主
教
選
挙
に
お
い
て
、

高
橋
宏
幸
司
祭
が
当
選
さ
れ
大

き
な
喜
び
に
包
ま
れ
た
こ
と
で

す
。
こ
の
主
教
選
挙
に
あ
た
り
、

３
回
に
亘
る
聖
職
会
、
ま
た
８

月
に
は
信
徒
代
議
員
の
集
い
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
10
月
に

入
り
、
同
師
は
主
教
被
選
者
と

な
り
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
先
日
は
、
来
年
１
月
14

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
主
教
按

手
・
教
区
主
教
就
任
式
の
準
備

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

臨
時
教
区
会
開
催
の
９
月
１
日

は
、
関
東
大
震
災
か
ら
95
年
の
時

で
し
た
。
東
京
教
区
は
、
５
年
後

に
、
教
区
成
立
１
０
０
年
と
な
り

ま
す
。
こ
の
１
０
０
年
に
向
け
て

「
豊
か
な
牧
会
」「
力
強
い
宣
教
を

目
指
し
て
」
歩
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
祈
り
ま
す
。

　

今
回
の
教
区
会
は
次
年
度
の

計
画
が
中
心
で
す
が
、
大
変
重

要
な
議
案
が
あ
り
ま
す
。
池
袋

聖
公
会
・
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教

会
・
練
馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会

が
合
併
し
て
一
つ
の
教
会
と
な

る
こ
と
が
、
議
案
と
し
て
審
議

さ
れ
ま
す
。
教
区
会
資
料
中
の

20
頁
に
わ
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
３
教
会
の
本
格
的
な
動

き
は
２
０
１
５
年
ま
で
遡
り
ま

す
。
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
と
練

馬
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
は
、
２
教

会
合
同
主
日
聖
餐
式
を
さ
さ
げ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
１
６
年
５
月
15
日
の
聖
霊
降

臨
日
よ
り
、
池
袋
聖
公
会
・
東
京

聖
マ
ル
チ
ン
教
会
・
練
馬
聖
ガ
ブ

リ
エ
ル
教
会
の
３
教
会
は
、
３
教

会
合
同
主
日
聖
餐
式
を
さ
さ
げ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
間
、
卓
司

祭
、
橋
本
司
祭
、
そ
し
て
昨
年
逝

去
さ
れ
た
河
野
司
祭
が
協
働
し
つ

つ
３
教
会
の
礼
拝
を
支
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
３
教
会
が
一
つ
の
場

所
で
共
に
心
と
手
を
合
わ
せ
祈
り

続
け
た
意
味
の
大
き
さ
を
思
い
ま

す
。
今
ま
で
の
組
織
、
い
わ
ゆ
る

「
う
ち
の
教
会
」
だ
け
を
維
持
す

る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の

で
は
な
く
、
教
会
本
来
の
使
命
で

あ
る
外
に
対
す
る
宣
教
の
力
、
主

の
福
音
を
必
要
と
す
る
人
々
に
福

音
を
宣
べ
伝
え
る
力
を
合
わ
せ
る

た
め
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
宣

教
協
力
体
制
を
築
き
上
げ
て
い
く

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

２
０
１
７
年
７
月
、
さ
ら
に

卓
司
祭
が
池
袋
聖
公
会
の
管
理

牧
師
と
な
り
３
教
会
の
協
力
体

制
は
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
。
３

教
会
の
教
会
委
員
が
中
心
と
な

り
約
６
か
月
間
の
協
議
を
経
て
、

２
０
１
８
年
に
池
袋
聖
公
会
・

東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
・
練
馬

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
そ
れ
ぞ
れ

の
教
会
の
現
在
堅
信
受
領
者
総

会
で
、「
新
し
い
教
会
設
立
を
推

進
す
る
た
め
の
検
討
委
員
会
」

設
置
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
本

格
的
に
３
教
会
が
一
つ
に
な
る

こ
と
に
関
す
る
議
論
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
秋
に

開
か
れ
た
３
教
会
そ
れ
ぞ
れ
の

臨
時
現
在
堅
信
受
領
者
総
会
で
、

一
つ
の
教
会
と
な
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
「
安

定
的
な
礼
拝
を
行
い
、
祈
り
を

さ
さ
げ
る
」
た
め
に
、
ま
た
「
地

域
の
人
々
（
と
な
り
人
）
に
仕

え
る
」
た
め
に
は
、
３
教
会
が

新
し
い
共
同
体
と
し
て
一
つ
と

な
っ
て
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

３
教
会
の
営
み
は
、
組
織
の
事

務
的
な
変
化
を
求
め
る
だ
け
の

営
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
リ

ス
ト
者
の
生
き
方
の
変
化
を
求

め
た
、
心
の
、
意
識
の
、
変
革

で
す
。
新
し
い
教
会
共
同
体
設

立
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
、

「
共
に
集
ま
り
、
共
に
心
と
手
を

合
わ
せ
」
祈
り
を
さ
さ
げ
な
が

ら
、
主
が
わ
た
し
た
ち
の
間
に

お
ら
れ
る
こ
と
を
感
じ
、
信
仰

の
原
点
を
確
認
す
る
作
業
に
通

じ
ま
す
。
す
な
わ
ち
報
告
書
に

あ
る
、「
安
定
的
な
礼
拝
を
行
い
、

祈
り
を
さ
さ
げ
る
こ
と
」
そ
し

て
「
地
域
の
人
々
（
と
な
り
人
）

に
仕
え
る
こ
と
」
を
通
し
て
、

わ
た
し
た
ち
の
間
に
お
ら
れ
る

主
の
恵
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と

を
目
指
す
営
み
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
３
教
会
の
動
き
は
、
東
京

教
区
の
各
教
会
・
礼
拝
堂
の
み
な

ら
ず
日
本
聖
公
会
主
教
会
も
注
目

し
て
い
ま
す
。
祈
り
を
も
っ
て
こ

の
３
教
会
の
働
き
を
覚
え
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
も「
安

定
的
な
礼
拝
を
行
い
、
祈
り
を
さ

さ
げ
る
」
た
め
に
、
ま
た
「
地
域

の
人
々
（
と
な
り
人
）
に
仕
え

る
」
た
め
に
、
現
状
か
ら
ど
の
よ

う
な
変
化
が
必
要
か
を
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
問
題
と
し
て
真
剣
に

受
け
止
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

３



い
ま
す
。
ま
た
本
教
区
会
が
、
各

教
会
の
今
後
の
宣
教
の
あ
り
様
を

問
い
直
す
機
会
と
な
れ
ば
と
願
い

ま
す
。

　

な
お
主
教
会
で
は
、
現
在
の

日
本
聖
公
会
の
現
状
、
こ
と
に

教
役
者
の
今
後
の
推
移
、
信
徒

の
高
齢
化
な
ど
を
分
析
し
つ
つ
、

大
枠
の
選
択
肢
と
し
て
「
伝
道

教
区
」（
仮
称
）
の
可
能
性
や
11

教
区
を
数
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る

案
等
も
提
案
さ
れ
つ
つ
、
合
併

も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
検
討
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

教
区
再
編
成
と
も
捉
え
ら
れ

る
提
案
が
、
教
役
者
数
の
減
少

等
と
い
う
消
極
的
な
理
由
を
含

み
つ
つ
、
よ
り
積
極
的
な
意
味

で
の
宣
教
体
制
の
立
て
直
し
の

提
案
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の

意
義
を
注
意
深
く
探
り
な
が
ら

様
々
な
課
題
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
11

教
区
と
い
う
在
り
方
か
ら
の
大

き
な
転
換
が
必
要
と
さ
れ
る
事

柄
で
す
。
か
つ
て
教
区
制
改
革

委
員
会
と
主
教
会
と
の
話
し
合

い
が
持
た
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
時
に
は
、

ま
だ
今
ほ
ど
に
は
必
要
性
を
感

じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、

各
教
区
の
給
与
の
差
等
も
あ
り
、

教
区
間
の
壁
が
よ
り
高
く
存
在

し
て
い
た
時
で
し
た
。
主
教
会

で
は
、
来
年
度
に
迎
え
る
日
本

聖
公
会
宣
教
１
６
０
周
年
に
あ

た
り
、
主
教
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

お
い
て
、
何
ら
か
の
教
区
再
編

成
に
つ
い
て
の
提
示
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次

期
総
会
に
主
教
会
か
ら
教
区
再

編
成
に
つ
い
て
の
提
案
が
で
き

る
よ
う
に
、
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
10
月
に
行
わ
れ
た
第

２
３
２
回
（
定
期
）
主
教
会
に

お
い
て
、
今
年
12
月
初
旬
に
発

売
予
定
の
、
新
翻
訳
聖
書
「
聖

書
協
会
共
同
訳
」
の
礼
拝
で

の
「
試
用
」
を
認
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
公
祷
な
ど
に
お

け
る
使
用
に
つ
い
て
は
、
法
規

第
１
７
１
条
お
よ
び
別
表
２
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
総

会
の
決
議
が
必
要
で
、
日
課
表

な
ど
も
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
主
教
会
と
し
て
は
、

試
み
に
用
い
る
こ
と
を
認
め
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
試
用
さ

れ
て
の
意
見
や
感
想
は
、
教
区

主
教
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

 　

さ
て
教
区
に
お
き
ま
し
て
は
、

下
条
知
加
子
聖
職
候
補
生
と
高
柳

章
江
聖
職
候
補
生
の
執
事
志
願
を

受
理
し
、
執
事
試
験
を
聖
職
試
験

委
員
会
に
諮
問
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
お
２
人
へ
の
良
き
導
き

を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。
な
お
次

年
度
か
ら
の
人
事
案
件
に
つ
い
て

は
、
微
調
整
が
必
要
な
た
め
、
こ

の
教
区
会
で
は
発
表
で
き
ま
せ
ん

が
、
近
い
う
ち
に
公
示
で
き
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
８
月
に
は
中
村
淳
司
祭
、

９
月
に
は
倉
澤
一
太
郎
司
祭
の

病
気
療
養
が
あ
り
ま
し
た
。
中

村
司
祭
は
今
月
よ
り
少
し
ず
つ

復
帰
し
て
お
り
ま
す
が
、
倉
澤

司
祭
は
３
月
ま
で
の
休
養
と
な

り
、
山
手
グ
ル
ー
プ
で
は
そ
れ

に
伴
い
新
た
な
管
理
体
制
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
課
題
の
一
つ
に
小
笠
原
聖

ジ
ョ
ー
ジ
教
会
が
あ
り
ま
す
。

管
理
牧
師
で
あ
る
笹
森
司
祭
の

報
告
も
受
け
つ
つ
、
教
区
の
小

笠
原
へ
の
取
り
組
み
を
今
後
２

年
間
を
目
安
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
の
人
事
体
制
等

も
検
討
中
で
す
。
ま
た
こ
の
一

年
、
私
は
幹
事
教
会
牧
師
連
絡

会
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
が
、

次
年
度
に
向
け
て
各
教
会
の
礼

拝
の
あ
り
様
も
課
題
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は

今
か
ら
約
８
年
前
に
も
東
京
教

４

区
管
理
主
教
の
任
に
あ
り
、
臨

時
教
区
会
も
含
め
て
４
回
の
議

長
を
務
め
ま
し
た
。
最
後
は

２
０
１
０
年
11
月
20
日
の
第

１
１
４
回
定
期
教
区
会
で
し
た
。

そ
の
年
の
11
月
３
日
の
臨
時
教

区
会
で
主
教
選
挙
が
あ
り
、
当

時
の
大
畑
喜
道
司
祭
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。
翌
年
の
２
０
１
１

年
２
月
11
日
、
大
畑
主
教
の
按

手
・
教
区
主
教
就
任
式
が
行
わ

れ
、
私
の
管
理
の
任
が
解
か
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
７
年
が
経

ち
ま
し
た
。
大
畑
主
教
の
休
養
、

退
職
に
伴
い
、
定
期
教
区
会
は

本
日
含
め
４
回
、
主
教
選
挙
に

伴
う
臨
時
教
区
会
２
回
を
経
験

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
が
最

後
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
、

常
置
委
員
会
、
教
区
事
務
所
を

始
め
、
多
く
の
方
々
の
お
支
え

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
教
区
会
が
、
明
日
の

教
会
へ
の
前
進
と
な
る
こ
と
を

祈
り
つ
つ
、
開
会
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


